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児童心理学 
【科目名】 児童心理学 【担当教員】 大矢 真里 

(メールアドレス) 
 
(オフィスアワー) 
来校時に対応 

【授業区分】 
専門分野（基礎心理学） 

【授業コード】 
6-34-2020-0-1 

【開講時期】 2・3 年 後期 【選択必修】必修 
【単位数】 2 単位 【コマ数】 15 コマ 
【注意事項】 
(受講者に関わる情報・履修条件) 
特になし。 
(受講のルールに関わる情報・予備知識) 
毎回出席カードの配布、コメントの記入を求めます。 
 
【講義概要】 
(目的) 
本講義では、児童期までの人間発達の諸側面を、具体的事例を交えながら解説し、各時期の子どもの心理と

行動の理解を深めることを目的とする。 
(方法) 
乳幼児期の愛着の形成、自己の発達、認知発達について概観し、その後、児童期の認知発達や社会性の発達

について学ぶ。講義を通して、各時期の子どもにどのように関わればよいかについての適切な知識・方法を

修得できるように進めて行く。 
 
【一般教育目標(GIO)】 
・「生涯発達」の視点で子どもの発達をとらえる。 
・子どもの発達に関する基礎的な知識を身につける。 
【行動目標(SBO)】 
・与えられた課題に主体的に取り組める。 
・子どもの諸能力の発達について理解する。 
・各時期の子どもとの関わりについての適切な知識・方法を修得する。 
 
【教科書・リザーブドブック】 
特に指定しません。毎回資料を配布します。 
 
 
【参考書】 
・遠藤利彦・佐久間路子・徳田治子・野田淳子 『乳幼児のこころ』 有斐閣（2,000 円+税） 
・岡本依子・菅野幸恵・塚田‐城みちる 『エピソードで学ぶ乳幼児の発達心理学』 新曜社（1,900 円+税） 
・無藤隆・大坪治彦・岡本祐子(編) 『よくわかる発達心理学』 ミネルヴァ書房 （2,500 円+税） 
【評価に関わる情報】 
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(評価の基準・方法) 
・成績評価基準は本学学則規定の GPA 制度に従う。 
・成績評価は、レポート点と学修に取り組む姿勢により総合的に評価する。 
 
 

【達成度評価】 試験 小 
テスト レポート 成果 

発表 実技 ポート 
フォリオ その他 合計 

総合評価割合 0 0 70 0 0 0 30 100 点 
評

価

指

標 

取り込む力・知識 0 0 40 0 0 0 0 40 
思考・推論・創造の力 0 0 30 0 0 0 0 30 
コラボレーションとリーダーシップ 0 0 0 0 0 0 0 0 
発表力 0 0 0 0 0 0 0 0 
学修に取り組む姿勢 0 0 0 0 0 0 30 30 

【授業日程と内容】 
回数 講義内容 授業の 

運営方法 学修課題(予習・復習) 時間

(分) 
1 イントロダクション 

授業についてのガイダンス 講義 講義プリントの復習 30 分 

2 胎生期における発達 
新生児期における発達(1) 講義 講義プリントの復習 30 分 

3 新生児期における発達(2) 講義 講義プリントの復習 30 分 

4 身体・運動機能の発達 講義 講義プリントの復習 30 分 

5 愛着の形成(1) 講義 講義プリントの復習 30 分 

6 愛着の形成(2) 講義 講義プリントの復習 30 分 

7 情緒の発達 講義 講義プリントの復習 30 分 

8 言語・コミュニケーション活動の発達(1) 講義 講義プリントの復習 30 分 

9 言語・コミュニケーション活動の発達(2) 講義 講義プリントの復習 30 分 

10 認知発達 講義 講義プリントの復習 30 分 

11 道徳性・向社会的行動の発達 講義 講義プリントの復習 30 分 
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12 仲間関係・遊びの発達 講義 講義プリントの復習 30 分 

13 子どもの心と心のケア(1) 講義 講義プリントの復習 30 分 

14 子どもの心と心のケア(2) 講義 講義プリントの復習 30 分 

15 まとめ 講義 講義プリントの復習 30 分 
※授業日・教室は随時学生ポータルサイトにて配信します。 
※ここに示す学修課題の時間は、必要とする授業外の学修時間(授業時間の3倍)に含むべき時間を示します。 
 




